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１ 感染対策チーム infection control team(ICT) 
 ICT は院長の直接的管理下にある日常業務実践チームであり、院長が一定の権限を委

譲し、同時に義務を課し、、組織横断的に活動する。 

 

   1） ICT の構成 

      感染症対策に関する十分な経験を有する以下の者。 

      ①医師 

      ②看護師 

      ③薬剤師 

      ④臨床検査技師 

      ⑤上記以外の医療職者 

      ⑥事務職者 

      ①－④の者から ICT 管理者を選出する。 

 

2） ICT 管理者の業務 

   ①感染防止対策部門の業務に関する企画立案及び評価を行う。 

   ②院内感染防止対策に関する職員の意識向上や指導等を ICT に指示して行う。 

   ③月に１回、ICT 会議を開き、感染症発生動向、抗菌薬使用状況、感染対策の遵守状

況等を検討する。 

   ④院内感染発症時は事務局として情報収集、感染防止対策お指導・検証を行うとと

もに、保健所と連携して事態を終息させるべく行動する。 

      ⑤感染症法に定められている感染患者が発生した場合は規定期間内に保健所に

届け出て、今後の対応などを相談する。 

      ⑥患者およびその家族等から本指針の閲覧の求めがあった場合にはこれに対応

する。 

 

  3）ICTの業務 

    ①感染防止対策マニュアルを最新のエビデンスに基づいて改訂し、全職員に周知さ

せる。 

    ②週に１回ラウンドして、標準予防策および感染経路別予防策、職業感染予防策を

遵守できているかラウンド表に沿って点検し、必要に応じて指導を行い、次回

ラウンド時に再点検する。 

    ③擦過式アルコール使用量を追跡し、感染対策の遵守率を推察する。 

    ④抗菌薬が適正に使用されているか薬剤科から提出される資料を基に検証する。 

    ⑤耐性菌及び感染防止上問題となる微生物の発生状況を検査室から提出される感

染情報レポートを基に検証する。 

    ⑥異常な感染症が発生した場合や発生が疑われる場合は感染状況等を速やかに院

長へ報告する。 

    ⑦異常な感染症の発生時及びアウトブレイクが疑われる場合は速やかに発生原因を

究明し、改善策を立案して対策を実行するべく全職員に周知徹底する。 

    ⑧少なくとも年2回以上の感染防止に関する研修会を開催して、職員の教育に努め

る。 

    ⑨年 4 回開催される淀川南感染防止対策地域連携合同カンファレンスに当院のデ

ーターを提供し、ICT 構成員①-④は同カンファレンスに参加して、地域の感染

症動向及び感染防止対策の現状を把握し、院内の活動に役立てる。 


